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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。私
た
ち
は
、

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で

も
、お
金
の
心
配
な
く
、安
全

・
安
心
の
医
療
を
受
け
ら
れ

る
社
会
を
目
指
し
、
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
求
め

る
運
動
で
は
、
被
災
地
に
義

援
金
を
届
け
る
と
と
も
に
、

歯
科
医
療
支
援
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
診
療
所
を
復
興
援

助
金
の
対
象
に
す
る
こ
と

や
、
被
災
者
の
窓
口
負
担
の

無
料
化
と
そ
の
延
長
を
求

め
、
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
被
災
地
の
復
興

に
は
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
療
改
善
を
求
め
る

運
動
で
は
、「
患
者
負
担
増

に
反
対
し
、
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
の
実
現
！
」
を
求
め

る
署
名
を
大
阪
だ
け
で
３
万

６
０
０
０
筆
以
上
、
全
国
で

は
27
万
筆
以
上
集
め
ま
し

た
。
毎
月
の
国
会
要
請
を
は

じ
め
、
集
会
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
衆
参
合
わ
せ
て

８
人
だ
っ
た
歯
科
署
名
の
紹

介
議
員
が
41
人
に
広
が
り
、

昨
年
12
月
１
日
の
厚
労
委
員

会
で
３
人
の
国
会
議
員
か
ら

　

３
月
20
日
の
新
点
数
説
明
会
で
採
択
し
た
ア
ピ
ー
ル

（
全
文
）
は
次
の
通
り
。

　

大
阪
市
内
の
西
部
地
区
と
東
部
地
区
は
３
月
11
日
、

南
河
内
地
区
は
18
日
、
そ
れ
ぞ
れ
総
会
を
開
い
た
。
２

０
１
１
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と
決
算
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
た
講
習
会
実
施
や
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
」
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す

る
２
０
１
２
年
度
の
活
動
方
針
・
予
算
を
確
認
し
た
。

総
会
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
講
演
会
を
開
い
た
。

見
送
り
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
の
た
だ
な
か
で

マ
イ
ナ
ス
必
至
と
言
わ
れ
た

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
を
プ

ラ
ス
に
さ
せ
、
具
体
的
な
改

定
内
容
で
も
、
う
蝕
・
歯
周

疾
患
治
療
に
お
け
る
基
礎
的

開
す
る
に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
。
基
本
診
療
料
や
基
礎
的

技
術
の
適
正
な
評
価
を
は
じ

め
、
算
定
回
数
や
時
間
要
件

な
ど
の
治
療
制
限
の
撤
廃
、

患
者
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
の

在
り
方
や
レ
セ
プ
ト
電
算
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国

民
皆
保
険
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
も
医
療

従
事
者
と
し
て
絶
対
に
看
過

で
き
ま
せ
ん
。

　

一
方
、大
阪
で
は
、橋
下
徹

市
長
が
西
成
区
で
受
診
医
療

相
次
い
で
歯
科
医
療
改
善
を

求
め
る
質
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
大
き
な
世
論
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
受
診
の
た
び
に

一
定
額
を
徴
収
す
る
受
診
時

定
額
負
担
の
導
入
や
、
70
歳

か
ら
74
歳
の
高
齢
者
の
窓
口

負
担
を
２
倍
に
す
る
こ
と
を

技
術
料
の
引
き
上
げ
、
訪
問

診
療
で
の
「
常
時
寝
た
き

り
」
の
文
言
が
一
部
見
直
さ

れ
る
な
ど
、
不
十
分
な
が
ら

要
求
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
歯
科
技
術
料
本
体

プ
ラ
ス
１
・
７
％
の
改
定
で

は
、
歯
科
医
療
の
危
機
を
打

を
梃
子
に
し
た
審
査
・
指
導

の
強
化
を
見
直
す
な
ど
、
さ

ら
な
る
改
善
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
障
全
体
で
は
、
野

田
内
閣
が
「
一
体
改
革
」
と

し
て
、
医
療
、
年
金
、
介
護

の
あ
ら
ゆ
る
給
付
の
削
減
と

セ
ッ
ト
で
消
費
税
を
大
増
税

機
関
を
指
定
さ
せ
て
生
活
保

護
者
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を

制
限
し
、
登
録
医
療
機
関
へ

の
個
別
指
導
を
徹
底
す
る
構

え
で
す
。
こ
れ
は
一
行
政
区

の
生
活
保
護
者
と
医
療
機
関

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

市
民
の
医
療
や
福
祉
行
政
を

受
け
る
権
利
に
根
差
す
大
問

題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
下
、
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
や
条
例
で
職
員
を
締
め
付

け
れ
ば
、
画
一
的
な
窓
口
対

応
を
引
き
起
こ
し
、
北
海
道

や
埼
玉
、
東
京
で
相
次
い
で

起
き
て
い
る
保
護
申
請
の
拒

否
に
よ
る
餓
死
事
件
を
大
阪

で
も
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

橋
下
氏
は
、
府
知
事
時
代

に
あ
ら
ゆ
る
府
民
施
策
を
削

減
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入
な
ど
の

開
発
優
先
府
政
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
改
革
で

前
府
政
時
代
よ
り
４
５
０
０

億
円
以
上
も
府
債
残
高
を
増

や
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
根
本

的
な
政
策
転
換
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
の
命
と
健

康
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
、

そ
れ
を
脅
か
す
ど
ん
な
策
動

も
許
さ
ず
、
社
会
保
障
を
拡

充
し
、府
民
生
活
を
支
え
、大

阪
再
生
の
一
翼
を
担
う
べ
く

全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

２
０
１
２
年
３
月
20
日

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

新
点
数
中
央
説
明
会

　

総
会
後
は
、
大
阪
大
学
大

学
院
歯
学
研
究
科
助
教
の
岩

井
聡
一
氏
が
「
顎
顔
面
領
域

に
お
け
る
骨
再
生
医
療
の
最

前
線
！
日
常
の
臨
床
に
ど
こ

ま
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

講
演
で
は
、
①
口
腔
顔
面

外
科
領
域
に
お
け
る
大
き
な

骨
欠
損
に
対
す
る
骨
移
植
②

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
関
連

す
る
骨
移
植
③
新
し
い
人
工

骨
補
填
材
料
の
実
現
に
向
け

た
臨
床
研
究
④
大
阪
大
学
歯

学
部
付
属
病
院
先
端
歯
科
治

療
部
門
の
紹
介
⑤
再
生
医
療

の
現
状
と
展
望
―
―
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
た
。

　

最
先
端
医
療
の
現
状
か

ら
、
日
常
診
療
に
も
生
か
せ

る
骨
充
填
材
料
の
比
較
か
ら

人
工
骨
の
選
択
の
基
準
と
そ

の
取
り
扱
い
、
上
顎
洞
拳
上

術
の
丁
寧
な
術
式
な
ど
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し

た
。

の
活
動
で
、
①
「
学
校
保
健

安
全
法
に
よ
る
医
療
費
助
成

（
歯
科
）
の
適
用
範
囲
拡
大

を
求
め
る
意
見
書
」
が
大
阪

狭
山
、
河
内
長
野
両
市
議
会

で
、「
海
外
技
工
に
か
か
る

意
見
書
」
が
河
内
長
野
市
議

で
採
択
さ
れ
た
こ
と
②
「
保

険
で
良
い
歯
科
」
署
名
は
26

院
所
７
６
２
筆
、
会
員
署
名

は
71
人
の
会
員
か
ら
協
力
が

あ
っ
た
こ
と
③
３
回
の
臨
床

講
習
会
を
開
催
し
た
こ
と
―

―
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

骨
再
生
医
療
と

日
常
診
で
講
習
会

ず
30
歳
前
後
か
ら
発
症
す
る

パ
ニ
ッ
ク
障
害
に
つ
い
て
清

水
氏
は
、
歯
科
治
療
の
際
に

も
起
こ
り
や
す
い
と
指
摘
。

患
者
へ
の
適
切
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
注
意
を
促

し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
は
、 

〝
忘
れ
る
〞
な
ど
の
中
核
症

状
か
ら
、
進
行
す
る
と
〝
と

ら
れ
た
〞〝
怒
る
〞〝
抑
う

つ
〞
な
ど
の
周
辺
症
状
が
現

れ
る
こ
と
を
解
説
し
、
介
護

の
専
門
家
の
適
切
な
介
入
に

よ
っ
て
周
辺
症
状
が
改
善
で

き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
し

て
、
医
療
と
介
護
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

２
議
会
で
協
会
の

意
見
書
採
択
報
告

南
河
内
地
区

　

南
河
内
地
区
は
、
11
年
度

50
人
が
参
加
し
た
。
講
師
は

医
療
法
人
聖
心
会
・
清
水
ク

リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
の
清
水
聖

保
氏
。

　

清
水
氏
は
、
近
年
増
加
傾

向
に
あ
る
パ
ニ
ッ
ク
障
害
や

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
・
適
応
障
害
な
ど

の
不
安
障
害
の
症
状
や
特

徴
、
認
知
症
に
よ
る
周
辺
症

状
の
問
題
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

１
０
０
人
に
１
〜
３
人
の

割
合
で
、
男
女
に
か
か
わ
ら

12
年
度
も
、
会
員
対
象
の
各

種
講
習
会
や
ス
タ
ッ
フ
接
遇

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
す
る
ほ

か
、
①
署
名
活
動
へ
の
協
力

依
頼
を
兼
ね
た
会
員
と
の
対

話
活
動
の
定
例
化
②
大
阪
市

内
他
地
区
と
の
連
携
と
大
阪

市
へ
の
要
望
内
容
の
検
討
③

医
科
協
会
と
の
臨
床
交
流
―

―
な
ど
を
活
動
の
柱
に
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

精
神
疾
患
と

歯
科
講
習
会

西
部
・
南
部
地
区
合
同

　

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部

地
区
は
合
同
で
、
総
会
記
念

講
演
「
精
神
疾
患
患
者
と
歯

科
医
療
―
よ
く
見
ら
れ
る
不

安
障
害
患
者
と
認
知
症
患
者

へ
の
対
応
―
」
を
開
い
た
。

る
た
め
に
地
区
内
で
具
体
化

す
る
―
な
ど
を
重
点
と
す
る

地
区
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
た
。

会
員
と
対
話
活
動

の
定
例
化
を　
　

大
阪
市
西
部
地
区

　

大
阪
市
西
部
地
区
の
11
年

度
は
、
医
科
系
疾
患
な
ど
の

講
習
会
や
接
遇
セ
ミ
ナ
ー
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
報
告
。
引
き
続
き

　

大
阪
市
南
部
地
区
の
12
年

度
の
活
動
方
針
は
、
①
会
員

の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
幅
広
い
テ
ー
マ
で
講
習
会

を
実
施
す
る
②
会
員
の
声
や

要
望
を
集
約
し
、
協
会
の
取

り
組
み
に
生
か
す
③
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連

絡
会
」
の
取
り
組
み
を
進
め

講
演
す
る
岩
井
氏
＝
３
月

18
日
、
す
ば
る
ホ
ー
ル　

講
演
す
る
清
水
氏
＝
３
月

11
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

保
険
で
良
い
歯
科

保
険
で
良
い
歯
科  

進
め
る
運
動
を

進
め
る
運
動
を

2012
年
新
点
数
中
央
説
明
会
ア
ピ
ー
ル

ニ
ー
ズ
生
か
し

講
習
会
実
施
を

大
阪
市
南
部
地
区

日
時　

４
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

矢
谷
博
文
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

４
月
度
生
涯
研
修

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
―
最
小
限
の
生
体
侵
襲
に
よ
る
効
果

的
な
少
数
歯
欠
損
補
綴
法
―

日
時　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
藤
宏
氏
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

痛
く
な
い
歯
科
治
療
―
無
痛
治
療
、無
痛
麻
酔
―

日
時　

５
月
26
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

廣
田
阿
佐
緒
氏
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

臨
床
医
の
た
め
の
歯
周
治
療

◇
大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
合
同
／
４
月
７
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

◇
南
河
内
地
区
／
４
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
／
す

ば
る
ホ
ー
ル
（
近
鉄
「
川
西
」
駅
徒
歩
８
分
）

◇
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
／
４
月
14
日
（
土
）
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
／
東
大
阪
市
立
市
民
会
館
３
階
大
集
会
室

（
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
「
河
内
永
和
」
駅
徒
歩
１
分
）

◇
三
島
地
区
／
４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
／
茨
木

市
福
祉
文
化
会
館
（
Ｊ
Ｒ
「
茨
木
」
駅
徒
歩
７
分
、
阪
急

「
茨
木
市
」
駅
徒
歩
９
分
）

◇
泉
州
地
区
／
４
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時
／
浪
切

ホ
ー
ル
（
南
海
「
岸
和
田
」
駅
徒
歩
10
分
）

各
地
の
新
点
数
説
明
会

　

午
前
は
、「
患
者
接
遇
の
実
際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
レ
ー
ム
対
応
」、
午
後
は
「
助
手
編
」
と
「
衛
生
士

編
」
に
わ
か
れ
て
研
修
し
ま
す

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

午
前
：
油
谷
純
子
氏
（
目
白
短
期
大
学
生
活
科
学
科

教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
し
ま

す
※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

地区総会


